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大
阪
天
満
宮
御
文
庫
に
は
、
万
余
巻
と
称
す
る
、
漢
学
者
近
藤
南
州

（
一
八
五

O
i
一
九
二
二
）
の
蔵
書
が
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。

近
藤
南
州
、
本
名
は
元
粋
。
心
学
者
近
藤
名
州
の
第
三
子
と
し
て
伊
予

松
山
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
年
(
-
八
七

O
)
に
江
戸
昌
平
数
に
赴
き
、

芳
野
金
陵
に
つ
い
て
朱
子
学
を
修
め
る
。
帰
藩
後
三
年
間
、
明
教
館
（
伊

予
松
山
の
藩
校
）
助
教
と
な
っ
た
が
、
後
、
大
阪
に
居
を
移
し
、
猶
興
書

院
（
大
阪
市
北
区
旅
篭
町
）
を
起
こ
し
た
。
南
州
の
上
阪
の
正
確
な
時
期

は
未
詳
で
あ
る
が
、
南
州
の
死
後
、
門
人
達
の
建
て
た
頌
徳
碑
（
大
阪
天

満
宮
境
内
）
に
、
「
明
治
初
年
」
に
大
阪
に
来
た
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
お
そ
ら
く
明
治
十
年
前
後
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
彼
は

猶
典
書
院
で
子
弟
を
教
授
す
る
こ
と
四
十
余
年
に
及
び
、
来
た
り
学
ぶ
も

の
頗
る
多
か
っ
た
と
い
う
。
『
孝
経
集
注
』
・
『
箋
注
十
八
史
略
』
．

『
明
清
八
大
家
文
読
本
』
等
、
広
範
な
、
し
か
も
殿
し
い
撰
述
が
あ
る
。

さ
て
、
南
州
の
蔵
書
が
同
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
経
緯
は
、
長
沢
規
矩

序

大
阪
天
満
宮
御
文
庫
所
蔵
『
離
題
』
（
中
井
履
軒
撰
）
諸
本
に

也
撰
『
大
阪
の
天
満
宮
御
文
庫
』
（
『
長
沢
規
矩
也
著
作
集
』
・
第
六
巻

三
六
二
頁
i
三
七
四
頁
．
汲
古
書
院
、
初
出
『
日
本
古
書
通
信
』
・
四
十

三
巻
•
昭
和
五
十
三
年
）
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
南
州
の
蔵
書
中

の
毀
重
書
は
、
そ
の
死
後
、
古
害
蝉
に
よ
っ
て
売
り
に
出
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
以
外
の
蔵
書
が
、
後
に
南
州
の
門
人
た
ち
の
募
金
に
よ
っ
て
南

州
の
遣
族
か
ら
買
い
取
ら
れ
、
大
阪
天
満
宮
に
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
。

現
在
、
南
州
の
旧
蔵
本
を
中
心
と
し
た
大
阪
天
満
宮
の
漢
箱
は
、
ほ
と

ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
―
つ
に
は
先
に

挙
げ
た
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
例
え
ば
長
沢
氏
が
文
献
学
的
観
点
か
ら

「
（
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
の
南
州
旧
蔵
書
に
は
）
当
時
で
も
、
今
日
で
も
、

貴
重
の
書
藉
と
鑑
定
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
は
、
低
と
ん
ど
一
部
も
な
い
。
」

（
同
三
六
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
個
々
の
書
き
込
み
等
の
価
伯

は
、
一
般
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
も
う
―
つ
に
は
南
州
自
身
の

漢
学
者
と
し
て
の
名
声
が
、
あ
ま
り
高
く
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
今
回
、
同
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
中
井
履
軒
撰
『
離
題
』

に
関
す
る
諸
本
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
中
に
南
州
の
非
常
に
重

寺

門

日

出

男
つ
い
て

(79) 



678 

要
な
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
以
下
に
そ
の
報
告
を
行
な
い

た
い
。天

満
宮
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
誰
題
』
諸
本
に
は
、
『
大
阪
天

満
宮
御
文
庫
漠
籍
分
類
目
録
』
（
長
沢
規
矩
也
等
編
・
昭
和
五
十
二
年
・

大
阪
天
満
宮
）
に
拠
れ
ば
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

甲
、
版
本
『
春
秋
左
伝
離
題
略
』
六
巻
_
弘
化
三
年

(
1
8
4
6
)
刊

『
小
学
離
題
』
二
巻
|
明
治
十
五
年

(
1
8
8
2
)
刊

乙
、
写
本
『
七
経
離
題
略
』
八
巻
ー
近
藤
南
州
手
識
本
（
巻
五
配
木
活
字
印
本
）

同
八
巻

『
七
経
離
題
略
』
存
一
巻
_
（
巻
四
、
左
伝
）

『
史
記
離
題
』
二
十
三
巻
附
削
柿
ー
近
藤
南
州
手
校
手
識
本

『
戦
国
策
離
題
』
八
巻
ー
近
藤
南
州
手
校
手
識
本

『
古
文
後
集
離
題
』
二
巻
—
近
藤
南
州
手
校
手
識
本

こ
れ
ら
の
中
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
乙
の
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
近

藤
南
州
の
書
き
込
み
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
南
州
の
書
き
込
み
は
、

今
ま
で
殆
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
我
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

提
供
し
て
く
れ
る
。

例
え
ば
、
『
史
記
離
題
』
写
本
の
場
合
、
巻
末
に
あ
る
次
の
書
き
込
み

か
ら
、
南
州
が
『
史
記
離
題
』
原
本
と
校
合
し
て
、
写
本
の
誤
謬
を
改
め

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
前
略
）
今
一
々
諸
を
履
軒
翁
が
手
書
本
を
参
考
し
、
直
に
訂
正
せ

り
。
以
て
他
日
の
浄
写
を
侯
つ
。
是
の
本
世
に
出
で
な
ば
、
翁
の

霊
も
亦
、
当
に
地
下
に
瞑
す
べ
し
。

明
治
十
六
年
一
月
五
日
暁
窓
に
灯
を
挑
げ
て
書
す
。

南
州
外
史
近
藤
元
粋

こ
の
書
き
込
み
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
、
以
下
の
経
緯
に
よ
る
。
す
な

わ
ち
、
明
治
維
新
前
後
の
頃
、
懐
徳
堂
の
財
政
が
次
第
に
困
窮
し
、
学
校

預
人
・
中
井
桐
園
に
よ
っ
て
、
蔵
書
の
一
部
分
が
売
却
さ
れ
た
と
い
う
。

次
い
で
懐
徳
堂
は
、
明
治
二
年
に
廃
校
に
な
り
、
そ
の
後
明
治
四
十
四
年

に
懐
徳
堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
る
頃
ま
で
は
、
履
軒
の
自
箪
『
離
題
』
諸

本
の
所
在
は
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
『
七
経
離
題
目
録
』

お
よ
び
『
七
経
離
題
略
目
録
』
（
い
ず
れ
も
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
•
明
治
二

十
一
年
・
中
井
木
菟
麻
呂
撰
）
に
は
、
『
七
経
離
題
』
・
『
七
経
離
題
略
』

原
本
の
内
、
『
七
経
離
題
』
中
の
春
秋
左
氏
伝
、
お
よ
び
論
語
以
外
の

『
七
経
離
題
略
』
は
、
い
ず
れ
も
「
浪
華
の
水
野
氏
」
な
る
人
物
が
所
蔵

し
て
い
た
。
そ
れ
を
中
井
木
菟
麻
呂
（
天
生
と
号
し
た
。
中
井
家
最
後
裔

の
人
物
）
が
、
明
治
二
十
一
年
五
月
に
譲
り
受
け
た
と
い
う
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
懐
徳
堂
の
衰
退
期
以
降
、
履
軒
の
撰
述
を
初

め
と
し
た
所
謂
懐
徳
堂
遺
書
は
、
相
当
な
部
分
が
散
逸
し
て
い
た
ら
し
い
。

現
在
、
懐
徳
堂
文
印
に
収
め
ら
れ
て
い
る
懐
徳
堂
遣
書
は
、
先
に
挙
げ
た

例
の
よ
う
に
中
井
木
菟
麻
呂
等
の
拾
遺
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(80) 
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『
史
記
離
題
』
原
本
も
、
明
治
四
十
四
年
の
『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』

に
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
南
州
が
書
き
込
み
を
し
た
時
期
の
所
在
は
、
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
先
に
挙
げ
た
南
州
の
『
史
記
離
題
』
写

本
へ
の
書
き
込
み
は
、
自
箪
『
史
記
離
題
』
が
、
少
な
く
と
も
明
治
十
六

年
頃
に
は
、
大
阪
市
近
辺
に
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
南
州
が
果
し
て
本
当
に
『
史
記
離
題
』
原
本
を
参
照
し
て
、

校
正
を
行
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
当
然
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、

現
在
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
史
記
雛
題
』
原
本

と
の
対
照
を
行
な
っ
て
み
た
。

天
満
宮
御
文
庫
の
も
の
も
含
め
て
、
各
地
に
散
在
す
る
『
史
記
離
題
』

諸
写
本
は
、
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
が
、
総
て
竹
島
質
山
（
履
軒
の
弟
子
）

が
二
十
四
巻
に
整
理
し
、
中
井
柚
園
（
履
軒
の
子
）
が
校
正
し
た
も
の
に

基
づ
い
て
お
り
、
共
通
し
た
写
誤
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
写
誤

（
甲
）
を
南
州
は
（
乙
）
の
よ
う
に
改
め
て
い
る
。

①
魯
周
公
世
家
「
是
為
魯
公
」
注

（
甲
）
「
是
為
魯
公
」
句
、
当
在
下
文
「
代
就
封
於
魯
」
。
「
公
」

宜
指
伯
禽
。

（
乙
）
「
是
為
魯
公
」
句
、
当
在
下
文
「
代
就
封
於
魯
」
之
下
。

「
魯
公
」
宜
指
伯
禽
。

璽
微
子
世
家
「
卿
士
」
注

（
甲
）
此
「
卿
士
」
、
通
卿
大
夫
之
士
之
辞
。

（
乙
）
此
「
卿
士
」
、
通
「
卿
大
夫
士
」
之
辞
。

③
越
王
句
践
世
家
『
正
義
』
・
「
瞑
吾
両
目
」
注

（
甲
）
注
「
瞑
吾
両
目
」
之
「
瞑
」
字
、
猶
「
掩
」
也
。

（
乙
）
注
「
瞑
」
、
猶
「
掩
」
也
。

④
陳
丞
相
世
家
「
左
丞
相
不
治
」
注

（
甲
）
官
上
（
「
上
」
は
「
た
っ
と
ぶ
」
の
意
）
右
、
古
法
之
法

也。（
乙
）
官
上
右
、
古
之
法
也
。

こ
れ
ら
の
南
州
が
改
め
た
（
乙
）
は
、
総
て
『
史
記
離
題
』
原
本
と
完

全
に
一
致
す
る
（
注
1
)
。
と
り
わ
け
③
の
（
甲
）
は
、
お
そ
ら
く
箪
写

の
段
階
で
、
該
当
部
分
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
原
文
と
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
原
本
を
見
て

い
な
け
れ
ば
指
摘
出
来
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
比
較
対
照
か
ら
、
南
州
が
『
史
記
離
題
』
原
本
を
見
た
こ
と
は
、

ほ
ぽ
疑
い
の
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

南
州
の
書
き
込
み
は
、
単
に
『
離
題
』
原
本
の
、
当
時
の
所
在
を
明
ら

か
に
し
て
く
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
彼
の
手
校
本
は
、
本
文
決
定
に
際
し

て
、
多
大
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
『
戦
国
策
離

題
』
写
本
の
書
き
込
み
を
例
に
、
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。
同
写
本
は
全

五
冊
か
ら
成
る
が
、
そ
の
第
三
冊
目
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
き
込

み
が
見
ら
れ
る
。

中
井
履
軒
翁
が
『
戦
国
策
離
題
』
、
余
曽
て
百
方
捜
索
し
、
僅
か
に

(81) 
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零
本
を
某
氏
に
借
り
、
書
生
に
命
じ
て
写
し
取
ら
し
む
。
而
れ
ど
も

全
く
周
•
秦
•
斉
．
楚
の
四
策
を
朗
き
、
常
に
以
て
遺
憾
と
為
せ
り
。

近
日
某
氏
を
訪
い
、
其
の
事
を
談
ぜ
し
に
、
某
氏
其
の
蔵
す
る
所
の

翁
が
手
書
せ
し
所
の
『
国
策
』
原
本
を
出
し
示
す
。
乃
ち
借
り
来
り

て
‘
[
生
]
徒
に
授
く
る
の
餘
暇
に
、
手
づ
か
ら
之
を
浄
書
す
。
是

に
於
い
て
前
に
写
せ
し
所
の
「
趙
策
」
以
下
と
併
せ
て
、
始
め
て
完

本
と
為
す
。
（
中
略
）

丙
申
（
明
治
二
十
九
年
）
十
月
十
日
南
州
外
史
題
す

天
満
宮
御
文
庫
所
蔵
の
『
離
題
』
諸
写
本
の
内
、
『
七
経
離
題
略
』
．

『
史
記
離
題
』
・
『
古
文
後
集
離
題
』
に
つ
い
て
は
、
履
軒
の
自
筆
本
が

懐
徳
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
戦
国
策
離
題
』
に
つ
い

て
は
所
在
未
詳
で
あ
り
、
懐
徳
堂
文
庫
に
も
早
野
橘
隧
手
写
•
三
村
鳥
山

加
箪
の
写
本
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
南
州
の
書
き
込
み
の
真

偽
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
先
の
『
史
記
離
題
』
原
本
の
例
か
ら
推

し
て
、
南
州
が
『
戦
国
策
雛
題
』
原
本
を
見
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
戦
国
策
離
題
』
の
注
釈
書
と
し
て
の
価
値
は
、
同
じ
く
中
国
古
代
史

書
で
あ
る
『
史
記
誰
題
』
の
注
釈
の
水
郡
に
鑑
み
て
、
極
め
て
高
い
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
、
『
戦
国
策
離
題
』
は
、
『
史
記
離
題
』

等
と
比
べ
て
も
、
そ
の
流
布
量
が
少
な
く
、
写
本
（
注
2
)
で
す
ら
、
既

に
稀
隈
書
で
あ
る
。
加
え
て
、
『
史
記
離
題
』
の
写
本
の
流
布
形
態
、
お

よ
び
南
州
が
加
箪
す
る
以
前
の
写
本
の
様
子
か
ら
察
す
る
と
、
『
戦
国
策

離
題
』
諸
写
本
に
も
相
当
に
写
誤
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
『
戦
国

策
離
題
』
原
本
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
現
時
点
に
お
い
て
、
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
所
蔵
の
『
戦
国
策
離
題
』

写
本
は
、
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
そ
れ
と
並
ん
で
、
そ
の
原
状
を
探
る
貴
重

な
存
在
で
あ
る
。

な
お
、
漠
文
大
系
『
戦
国
策
正
解
』
（
大
正
四
年
・
冨
山
房
）
に
は
、

校
訂
者
安
井
小
太
郎
が
、
『
戦
国
策
離
題
』
の
注
を
欄
上
に
摘
録
し
て
い

る
。
安
井
は
竹
添
井
井
よ
り
同
書
を
借
り
受
け
、
校
訂
を
行
な
っ
た
と
い

う
。
そ
の
内
容
と
併
せ
て
、
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
本
『
戦
国
策
離
題
』
の

詳
細
に
つ
い
て
、
「
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
本
『
戦
国
策
離
題
』
に
つ
い
て
」

と
い
う
論
考
名
で
、
『
懐
徳
』
第
六
十
一
号
（
九
九
一
年
刊
）
に
発
表

す
る
。南

州
は
校
閲
を
終
え
る
と
、
各
冊
の
末
尾
に
そ
の
終
了
し
た
日
時
を
記

し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
『
離
題
』
諸
本
の
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

癸
未
（
明
治
十
六
年
）
春
日
（
『
戦
国
策
離
題
』
第
四
冊
）

丙
申
（
明
治
二
十
九
年
）
十
月
十
日
（
『
戦
国
策
離
題
』
第
三
冊
）

庚
子
（
明
治
三
十
三
年
）
十
一
月
十
八
夜
（
『
古
文
後
集
離
題
』

下
冊
）

辛
亥
（
明
治
四
十
四
年
）
十
一
月
初
六
（
『
礼
記
離
題
』
上
冊
）

大
正
戊
午
（
七
年
）
七
月
四
日
（
『
周
易
離
題
』
上
冊
）

大
正
己
未
（
八
年
）
十
二
月
十
二
日
（
『
周
易
離
題
』
下
冊
）

結
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こ
れ
ら
の
書
き
込
み
の
日
時
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
そ
の
在
阪
期
を
通
じ
て
、

南
州
が
『
離
題
』
の
原
本
或
は
よ
り
良
い
写
本
を
求
め
、
『
離
題
』
本
文

の
決
定
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
『
戦
国
策
離
題
』
の
完
全
な
写
本
が
得
ら
れ
な
い
で
い
た
こ
と

を
「
常
に
以
て
遺
憾
と
」
し
て
い
た
こ
と
、
『
史
記
離
題
』
写
本
の
誤
り

を
正
し
た
後
で
、
「
是
の
本
世
に
出
で
な
ば
、
翁
の
霊
も
亦
、
当
に
地

下
に
瞑
す
べ
し
」
と
記
し
、
同
書
が
世
に
広
ま
る
こ
と
を
念
じ
て
い
た
ら

し
い
こ
と
等
を
併
せ
見
る
と
、
南
州
は
履
軒
の
学
問
を
慕
い
、
廃
絶
し
た

懐
徳
堂
の
学
統
を
継
が
ん
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
阪
天
満
宮
御
文
庫
所
蔵
の
漠
籍
は
、
従
来
の
書
誌
学
の
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
版
本
と
し
て
は
確
か
に
長
沢
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
文
献
学
的

に
は
、
「
毀
重
の
書
籍
と
鑑
定
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
一
部

も
な
い
」
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
南
州
の

甚
き
込
み
か
ら
は
、
南
州
の
学
問
を
始
め
、
明
治
期
の
漢
学
の
一
端
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
来
、
日
本
漠
学
史
の
研
究
で
は
、
例
え
ば
本
稿
で
取
り
上
げ
た
近
藤

南
州
の
よ
う
な
、
明
治
期
の
市
井
の
漢
学
者
達
は
、
殆
ど
光
を
当
て
ら
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
藤
南
州
旧
蔵
書
の
事
跡
を
調
査
し
て

い
く
と
、
大
多
数
が
西
洋
の
学
問
に
傾
倒
し
て
い
た
時
代
に
、
一
方
で
伝

統
的
な
漢
学
を
守
り
伝
え
よ
う
と
す
る
、
隠
然
た
る
動
き
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
後
、
南
州
の
よ
う
に
、
従
来
着
目
さ
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
漢
学
者
の
業
績
を
再
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

材
料
と
し
て
、
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
の
漢
籍
は
、
正
に
第
一
級
の
貴
重
な

資
料
な
の
で
あ
る
。

（
注
1
)
滝
川
亀
太
郎
撰
『
史
記
会
注
考
証
』
に
は
、
①
・
②
•
④
が

「
考
証
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
施
川
氏
は
、
恐
ら
く
は
依
拠
し
た
『
史

記
誰
題
』
写
本
に
同
様
の
写
誤
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
表
記
を
改
め

て
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
②
•
④
に
つ
い
て
は
、
滝
川
氏
の
修
正
し

た
も
の
は
、
次
の
よ
う
に
原
本
と
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。②
此
「
卿
士
」
、
通
卿
大
夫
元
士
之
辞
。

魯
上
右
、
古
法
也
o

（注
2
)
現
在
、
私
が
目
録
等
で
確
認
し
て
い
る
『
戦
国
策
離
題
』
写
本

の
収
蔵
図
聾
館
に
は
、
大
阪
天
満
宮
・
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
以
外
に
次

の
各
館
が
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
・
無
窮
会
図
書
館
平
沼
文
庫
。
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